
RCCRフレーム組立　　　　岡野
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部品を上図のように配置した後

数字の順に組み立てる。
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黄色のマーカーを合わすと

貫通穴が一致する。

ボードは下の方から番号の

若い順にセットする。

アングルはボードと共締め。

　ボード固定のみ銀ピン使用。



RCCRボード組立

アングルをコースの端において

共締めでピンを入れて固定する。

少し硬いが、フレームのポールを持ち上げながら

割りピンを入れると入れやすい。

ボードの傾斜角は長いピンで調整する。　　20°/30°

１番のボードを一番下にし

順番に並べる。

ボード固定のみ銀ピン使用。



RCCRボード片付け方法１　　岡野

①部材を「赤」と「青」分ける。ボードはボードＮｏの色が赤／青分かれている。

②青の20-25、21-26のポールにフラグ（ﾁｪｯｶｰﾌﾗｸﾞ、ﾕﾆｵﾝｼﾞｬｯｸﾌﾗｸﾞ）を入れる。

１．「青」セットの組み立て

　①上部フレームの組み立て
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　②青の底の組み立て
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　③ボード１を底に入れて、残りのポールを中に入れ、ボード２枚で蓋をする

　最後に８か所ピンでとめて完成

　4か所ピンでとめる



RCCRボード片付け方法２　　岡野

２．「赤」セットの組み立て

　①天フレームの組み立て
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　③底板を入れたのち、22、24のポールを3、6側のポールに差し入れ、反対側は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受け口にカチッと固定する。

　4か所ピンでとめる
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　②赤の枠組み立て

　⑤その他のボードで蓋をして、天フレームを被せ、８カ所ピンでとめる。

　④その他のﾎﾟｰﾙ､ｽﾀｰﾀｰｸﾞﾘｯﾌﾟ（写真の様に端に入れる）を適当に入れる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このときピン８個は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取り出しておく。


